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地域で連携！野菜関係病害虫対策会議を開催 

 

５月１７日、熊本県野菜振興協会宇城支部は、野菜のウイルス病を媒介する微

小害虫の防除について、地域で連携して対策を図ることを目的に、管内市町、Ｊ

Ａ、生産者代表等関係機関を参集し野菜関係病害虫対策会議を開催しました。 

施設栽培が盛んな宇城地域では、トマト黄化葉巻病やウリ類の退緑黄化病等

のウイルス病が多発しており、ウイルス病を媒介する微小害虫の防除が課題と

なっています。当該会議では、地域の現状や課題の報告後、令和５年産施設園芸

作物の被害低減に向けて、トマト類は７月の１か月間は本ぽに作付けしないこ

とと、ハウス密閉処理の徹底を申し合せました。さらに市町等にチラシや広報誌

による周知を依頼しました。 

今後、６月から７月にかけて、トマト類を中心に栽培を終了したハウスを巡回

し、処理状況確認票の掲示や啓発チラシを配付して、密閉処理の実施確認と実施

の徹底を呼び掛ける予定です。 

 

  

病害虫対策会議の様子          啓発チラシ 


